
  

 あけましておめでとうございます。皆さんは新しい年をどんな気持ちで迎えましたか？ 

1年生は学校にも慣れ、いよいよ2年生に向けいろいろなことを考え、行動していく時期になりましたね。 

2年生は、学校の中心となる3年生、そして自分の進路について決めていく年です。 

そして、3年生はあと少しで卒業です。残り僅かな日々をどう過ごすか、それは卒業後の生き方にも影響していく 

のではないかと思います。誇らしい気持ちで卒業を迎えてほしいと願っています。 

 

 
 

保健だより １月                 
 

今月の目標：インフルエンザ等、感染症に注意しよう。安全な行動 
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12月に、学校薬剤師の原田先生に「教室の換気及び保温等」の検査をしていただきました。 

その結果・・・・・・「二酸化炭素の数値が高く、定期的な換気が必要だ」という結果でした。 

 

1年2組  授業開始時 ３１００ｐｐｍ  換気後 ２０００ｐｐｍ  終了直前 １５００ｐｐｍ 

2年3組  授業開始時 １９００ｐｐｍ  20分後 ２１００ｐｐｍ  終了直前 １9００ｐｐｍ 

  二酸化炭素濃度の数値です。基準値は１５００ｐｐｍ以下となっています。 

 ２０００ｐｐｍを超えると、頭痛・眠気・注意力散漫等の症状がでることもあります。 

大切なことは  「休み時間ごとに教室の両側の窓を、2～３分開ける」ことです。教

科担任の先生に授業終了後、窓を開けるよう生徒に伝えていただくようお願いしてあります。協力をお願いします。 

学校医そして産業医の平岡先生にも、12月に学校を巡回していただきました。 

そして湿度について教えていただきました。 

冬場の最適湿度は５０～５５％  各部屋で工夫してこの湿度を保つことが望ましいそうです。 

教室の１つの方法としては「換気すること」だそうです。 

 

 

 



 


